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社会福祉協議会だより

謹賀新年02 1 6
　市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
本
会
の
運
営
・
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で

予
定
し
て
い
ま
し
た
諸
事
業
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
近
年
の
社
会
情
勢
や
度
重
な
る
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や

地
域
社
会
で
の
支
え
合
い
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
孤
独
死
や
引
き
こ
も
り
な
ど

の
社
会
的
孤
立
や
、
貧
困
な
ど
生
活
困
窮
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
期
待
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
た
め
、
本
会
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
五
カ
年
計
画
で
あ
る
第
三
次

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
、「
助
け
合
い

　支
え
合
い

　み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
す
ま
ち
」
を
基
本

目
標
に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　本
年
に
お
き
ま
し
て
は
よ
り
一
層
、
行
政
は
も
と
よ
り
民
生
児
童
委
員
及
び
自
治
会
並
び
に
関
係
団

体
等
と
積
極
的
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
方
と
一
体
と
な
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
平
成
二
十
八
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
、
企
業
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年

　申
年

　元
旦

会
長

高

木

敏

行

謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

●一般寄付・香典返しご寄付芳名録
　／しめ縄づくり／広報委員からひとこと

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

主な内容

●２月の相談日／温かいご寄付ありがとうございます
　／祝 全社協会長表彰／浜の里ほっとギャラリー１月のご案内
　／善意銀行業務報告　

・・・・・

●第30回 境港市民余芸大会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●ふれあいの家 合同交流・懇親会（境地区・余子地区）・・・

●平成27年度 災害ボランティアセンター運営模擬訓練in境港市・・・

平成28年１月５日
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　鳥取県社会福祉協議会主催（共催：境港市社会福祉協議会）の「平成27年度災害ボランティアセンター運営模
擬訓練 in 境港市」が11月18日に浜の里（老人福祉センター）にて行われました。この訓練は災害発生時にボラ
ンティアの受け入れや派遣、被災者のニーズ調査などを担うボランティアセンターの動きを関係団体の方々に参
加してもらい、理解を深めてもらうために行いました。参加者は各担当に分かれ（ボランティア役、被災者役、
ボランティア受付、被災者受付、マッチング、ニーズ調査など）、訓練後は「ふりかえり」を行い、災害ボランティア
センターの運営について共通理解を深め合いました。参加者からは「今後も市社協と協力して災害時などの地域
住民への対応強化を進めていきたい」との声をいただきました。

災害ボランティアセンター

ご協力いただきました関係者の皆様、誠にありがとうございました

「ボランティア受付」での聞き取りの様子

「
被
災
者
受
付
」
で
の

聞
き
取
り
の
様
子

「マッチング班」のミーティングの様子「ニーズ調査班」の様子

「ニーズ調査班」とは被災者の家まで出向いて
行ってニーズを聞き取ってくる役目です

「マッチング班」とは被災者のニーズに合わせて
ボランティアをつなげる役目です

ボランティア活動後の聞き取りの様子

訓練終了後に集会室にて「ふりかえり・総括」を行い、
災害発生時における災害ボランティアセンターの動きを
参加者で学び合いました

受付もお手伝いいただきました

参加人数は88名でした

講
義
の
後
は
境
港
赤
十
字
奉
仕
団
の

皆
さ
ん
に
よ
る
昼
食
が
、
参
加
者
へ

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た

各パートに分かれて昼食を食べながら訓練の打ち合わせを行いました

運営模擬訓練ｉｎ境港市
平成27年度

日野ボランティア・ネットワークの
山下弘彦氏より「何のために災害
ボランティアセンターを立ち上げ
るのか」と題して講義がありました

昼食後、各パートに分かれて訓練を実施しました
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　余子地区ふれあいの家合同交流会が11月25日ナマステホールで110名参加のも
と行われました。午前中は「運動と健康について」境港市体育協会の梅木千賀子会
長より講習があり、午後からは各地区からハンドベル演奏や寸劇など演芸が披露さ
れました。最後は参加者全員で歌を歌って交流会が締めくくられました。

　境地区ふれあいの家合同懇親会が11月15日ナマステホールで行われました。
約80名の参加者があり、東・中・西の各地区が歌や踊り・体操など多彩な芸を披露し、
会場は終始笑顔に包まれました。

「高齢者ふれあいの家事業」とは、家に閉じこもりがち な高齢者が要介護状態とならないよう、
近くの集会所等で機能訓練や趣味などの生きがい活動 を行う場を提供するものです。
各地区社会福祉協議会・境港市社会福祉協議会・境港 市が実施しています。

余子
地区

境
地区
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「中井圭子
パッチワークキルト作品展」

１月は

場所

ほっとギャラリー

浜 の 里

期間

浜の里（老人福祉センター）
1月12日㈫～2月5日㈮

☎４５－２４６８までお問合せ
毎月の展示を募集しています！

祝 全社協会長表彰

藪内 清志 様
民生児童委員功労

三島 智子 様
社協・団体職員功労

　年末恒例の「境港市民余芸大会」が１２月６日、境港市文化ホールにおいて開催されました。当日は８団体が出演し、
歌や踊りなど多彩なステージを繰り広げ、来場した約600人の観客を楽しませました。この余芸大会の収益金は、
社会福祉基金として境港市社会福祉協議会に贈られ、様々な社会福祉事業に活用されます。出演いただいた方々、
来場された市民の皆さま、スポンサーの方々のご協力、誠にありがとうございました。

境港市民余芸大会
きれいな衣装と扇の「境港太極拳愛好会」 笑いっぱなし「あいきょー会」の寸劇 力強い「まつぼっくり太鼓」

「鬼太郎音頭保存会とその仲間たち」によるにぎやかな踊り「境港中国文化研究会と仲間たち」の演奏

観客を魅了した「ゴスペルオーブ」「ダンススタジオＦＬＡＰＳ」のパワフルなダンス

第30回

夕日ヶ丘保育園とあがりみち保育園年長児による歌の披露（３曲）

有
料
広
告

有
料
広
告

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題
(2月は第2・第4金曜日)

2月12日、26日
13:00

～

16:00

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

(2月は第1・第3金曜日) 2月5日、19日
13:30

～

15:30要予約

◎法律相談は予約制ですので 事前に予約してください。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（2月は第3木曜日） 2月18日

13:00

～

16:00行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サ
ービスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

2月12日

☎４５‒６１１６
境港市社会福祉協議会

人権相談：
　鳥取地方法務局
　米子支局
　☎22-6161

行政相談：
　鳥取行政評価事務所
　行政相談課
　☎0857-24-5542

問合せ先

会場：浜の里〔老人福祉センター〕です。
の相談日２月 相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

★心配なこと、困っていること、何でもOK!
　悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

ふれあい総合相談センター

（平成27年11月16日～平成27年12月15日）
善意銀行業務報告

預託
の部 11

雑巾　　 80枚
タオル　 50枚

伯耆地区
郵便局長夫人会
弓浜部会

払出
の部 11

雑巾　　 80枚
タオル　 50枚

市内福祉施設へ
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中浜地区社会福祉協議会

　12月16日に中浜地区社会福祉協議会の主催で小
学４～６年生(27名)と指導者など総勢45名がしめ
縄づくりを体験しました。中浜公民館で地元の先
輩方に指導を受けながらしめ縄に挑戦。はじめは
悪戦苦闘していましたが、最後には思い思いの立
派なしめ縄が出来上がりました。参加した児童か
らは「難しかったけど、だんだん上手にできるよ
うになりました。また作ってみたいです。」との声
がありました。

　あけましておめでとうございます。読者の皆さん、
子どもや孫たちにお年玉をあげましたか？
　ある調査によりますと、幼稚園児で1,000円、小学
校低学年で3,000円、高学年・中学生で5,000円、高
校・大学生には10,000円が相場だそうです。
　ところで子どもに小遣いを渡すのは、福の神とみて
与えることで霊力をあらためるという意味があります。
　私事ではありますが、『ジジ』・『ババ』別々に渡す額
は80,000円にも。これは2ヶ月に一度の年金の何％
にあたるのかな。まぁ、渡せる間が華と心得、孫たち
の嬉しそうな顔を見て、それ以上の幸せをいただい
ていることに感謝し、我が家の“事始め”の儀式の一
つではあります。

『 お 年 玉 』

広報委員　池 久満太

広報委員から

ひ と こ と

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

こころ温まるご寄付をいただき ありがとうございました

「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する
上で貴重な財源として活用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、境港市社会福祉協議会〔浜の里
（老人福祉センター）東側〕、または境港市役所（福祉課）で取扱っています。

あ
り
がと
うございました

（平成27年11月16日～平成27年12月15日） （敬称略）香典返しご寄付芳名録
月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所
11.16 50,000 築谷太美恵 築 谷 義 渡 町
17 30,000 道 𦚰 正 志 道 𦚰 　 一 馬 場 崎 町
17 30,000 木 村 昌 子 木 村 秀 幸 小 篠 津 町
19 30,000 西 脇 政 男 西 脇 一 也 馬 場 崎 町
20 30,000 松篠たづえ 松 篠 　 宏 財 ノ 木 町
20 30,000 木 村 子 木 村 玲 司 小 篠 津 町
24 50,000 南 前 ツ ユ 南 前 哲 夫 中 野 町
24 50,000 面 谷 規 夫 面 谷 明 俊 花 町
26 50,000 田 口 正 徳 田 口 明 美 新 屋 町
27 30,000 渡辺みどり 渡 辺 　 究 森 岡 町
27 30,000 近 藤 豊 子 近 藤 　 昇 清 水 町
30 30,000 幸 山 　 務 幸 山 正 人 朝 日 町

12. 3 30,000 三 宅 雄 一 三宅由美子 外 江 町

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所
12. 7 50,000 三 宅 　 豊 三 宅 節 子 外 江 町
7 30,000 村 上 繁 子 村 上 　 至 元 町
7 30,000 足 立 金 蔵 足 立 敏 之 上 道 町
7 30,000 灘先千壽子 灘 先 　 巌 竹 内 町
8 30,000 有 馬 達 男 有 馬 孝 司 竹 内 町
8 30,000 木 谷 　 啓 木 谷 茂 樹 竹 内 町
8 50,000 阿 部 祐 子 阿 部 　 至 高 松 町
9 50,000 高 橋 　 宏 高橋美千代 中 野 町
10 30,000 澁 山 敏 子 澁山美起子 竹 内 町
10 70,000 松 本 愼 介 松 本 雪 江 高 松 町
14 30,000 村 田 善 美 村 田 　 稔 中 野 町
14 30,000 川 尻 和 子 川 尻 福 隆 上 道 町
15 30,000 黒 田 英 亮 黒 田 絋 子 森 岡 町

月日 金額（円） 氏　　　　　名 摘　　　　　要
11.19 100,000 お食事処　峰　森脇峰生 社会福祉事業へ

（敬称略）一　般　寄　付（平成27年11月16日～平成27年12月15日）

【確定申告での寄付金控除について】
　今年も還付申告が始まっております。２月１６日から３月１5日までは確定申告が行われます。昨年１月１日から１２月３１日までにご寄付
いただきました寄付金は所得控除ができますので、本協議会からお渡しした「寄付金の領収証」を添付し、確定申告を行ってください。
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